
広報あつぎ 第1150号
平成25（2013）年１月１日発行

ネットは 厚木市 検 索

!" ##
編集･発行／厚木市政策部広報課
〒243‒8511 神奈川県厚木市中町3-17-17
TEL.046‒223‒1511㈹ FAX.046‒223‒9951

!"

目
 
次

こちらから

２面　いよいよ開通ーさがみ縦貫道路
３月に開通が予定されているさがみ
縦貫道路。事業の概要と期待される
効果を紹介します。

3面　輝く人
昨年スポーツ・文化の面で活躍し、
今も高みを目指して走り続けている
２人の女性に話を聞きました。

4・5面　2013新春対談
市立病院の山本裕康院長と小林市長
が、新・市立病院や地域医療の在り
方などを語り合いました。

6・7面　タウンガイド
催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
が満載。

www.city.atsugi.kanagawa.jp

##

神功皇后（じんぐうこう
ごう・左）の出陣を前に、
底筒之男命（そこつつの
おのみこと・右）が渡航
の安全を祈願する場面。
扇子の動きで大海原を表
現する波の舞は、扇の形
から末広の舞ともいわれ
る。新たな門出にふさわ
しく縁起が良い

日
本
の
心

神
楽
で
伝
え
る

新年

　
色
鮮
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
言
葉
は
使

わ
ず
身
振
り
手
振
り
で
演
じ
る
。
代
々
受
け
継

が
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
面
は
、
演
技
に
合
わ
せ

て
表
情
を
変
え
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　
相
模
里
神
楽
は
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
を
題

材
に
し
た
演
劇
。
２
０
０
年
ほ
ど
前
に
江
戸
で

発
展
し
、
厚
木
に
伝
わ
っ
た
伝
統
芸
能
だ
。

　
「
里
神
楽
に
は
日
本
人
の
美
徳
が
随
所
に
表

現
さ
れ
て
い
る
。
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
日
本
人
の

心
を
伝
え
て
い
き
た
い
」。
そ
う
話
す
の
は
、

相
模
里
神
楽
垣
澤
社
中
・
３
代
目
家
元
の
垣
澤

勉
さ
ん（
66
）。創
設
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

新
し
い
世
代
に
日
本
の
歴
史
文
化
を
伝
え
よ
う

と
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

《
６
面
に
関
連
記
事
あ
り
》

問
文
化
財
保
護
課
☎
225
局
２
０
６
０

相さ
が
み模
里さ

と

神か
ぐ
ら楽
垣か

き
ざ
わ澤
社し

ゃ
ち
ゅ
う中
創
設
100
周
年
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　３月までに予定されている一部開通に向け、さがみ縦貫道路の建設が進んでい
ます。開通するのは海老名インターチェンジから相模原愛川インターチェンジ区
間。県央を南北に走る大動脈として渋滞緩和や産業の発展などが期待されます。

いよいよ開通 -さがみ縦貫道路
渋滞緩和と都市機能の強化を実現

　
さ
が
み
縦
貫
道
路
は
、
圏
央
道
の
神
奈
川

県
区
間
で
、
茅
ケ
崎
市
か
ら
相
模
原
市
ま
で

の
約
34
㌔
を
結
ぶ
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

市
内
で
は
依
知
地
区
を
南
北
に
通
過
し
、
中

依
知
に
「
圏
央
厚
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」、

関
口
に
「
厚
木
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
」
が
整

備
さ
れ
ま
す
。
3
月
ま
で
に
開
通
が
予
定
さ

れ
て
い
る
の
は
、
海
老
名
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
相
模
原
愛
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
区

間
で
す
。

開
通
が
生
む
多
く
の
効
果

　
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
開
通
は
、
私
た
ち
に

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
①
国
道
１

２
９
・
２
４
６
号
を
は
じ
め
と
す
る
幹
線
道

路
や
周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
②
生
活
道
路
に

入
り
込
む
車
の
減
少
に
よ
る
交
通
安
全
の
確

保
③
企
業
の
立
地
の
促
進
に
よ
る
地
域
産

業
・
経
済
の
発
展
④
中
央
道
・
関
越
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
⑤
通
行
に
要
す
る
時
間
の
短

縮
、
経
費
の
節
約
⑥
災
害
時
に
消
防
・
救
急

活
動
を
行
う
緊
急
輸
送
道
と
し
て
の
役
割
の

強
化
―
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
圏
央
厚
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
住

む
木
下
正
則
さ
ん
（
41
・
山
際
）
は
「
渋
滞

が
解
消
さ
れ
る
と
、
通
勤
時
間
が
短
く
な
っ

て
う
れ
し
い
。
開
通
区
間
が
さ
ら
に
伸
び
れ

ば
、
北
関
東
や
上
信
越
方
面
に
も
行
き
や
す

く
な
る
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

一
層
の
利
便
性
向
上
に
期
待

　
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
開
通
を
視
野
に
入
れ

た
経
済
活
性
化
戦
略
と
し
て
、
県
は
現
在
県

央
・
湘
南
エ
リ
ア
を
「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産

業
特
区
」（
仮
称
）と
し
て
申
請
し
て
い
ま
す
。

県
央
地
区
に
は
、
介
護
・
医
療
型
ロ
ボ
ッ
ト

の
研
究
開
発
産
業
の
集
積
が
想
定
さ
れ
、
特

区
指
定
を
受
け
る
と
、
規
制
緩
和
や
税
制
優

遇
な
ど
の
特
例
措
置
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
で
は
今
後
、
新
東
名
高
速
道
路
や
厚

木
秦
野
道
路
も
整
備
さ
れ
る
予
定
。
さ
ら
な

る
都
市
機
能
の
強
化
と
利
便
性
の
向
上
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
道
路
は
、
快
適
な
生
活
や
経
済
活
動
に
直

結
す
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
市
内
外
へ
快
適
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
交

通
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
国
県
道
調
整
課
☎
225
局
２
３
５
０

①金田から相模川を越え海老名市につながる
（環境センターから撮影）②開通に向けて進む
工事③中依知に設置されるインターチェンジ
は国道129号に接続④料金所の整備も進行⑤上
依知小学校の地下を通る上依知第一トンネル

道
　
路

ト
ピ
ッ
ク

神奈川

埼玉

東京

千葉

茨城

東名高速

東関東道

関越道

東北道

常磐道

中央道

圏央道
外環道

中央環状線

26
年度以降

25
年度以降 26

年度以降

25
年度以降

24
年度

27
年度目標

24
年度

26
年度

25
年度

開通区間
圏央厚木IC

海老名 IC

海老名
JCT

寒川北IC
茅ヶ崎JCT

藤沢IC

白岡菖蒲IC

八王子JCT

鶴ヶ島JCT

つくばJCT

木更津東IC

アクアライン

桶川北本
IC

つくば中央IC五霞IC※

稲敷IC

松尾横芝IC

大栄JCT※

東金
IC・JCT

高尾山IC

相模原愛川IC

久喜白岡
JCT

※印は仮称線は未開通の区間 線は開通済み区間

圏央道などの
整備の概要
圏央道などの
整備の概要

相模原愛川IC

文上依知小

座架依橋

  25年度
　開通予定 相模原市

座間市

厚木市
海老名市

厚木PA

圏央厚木IC

海老名IC
厚木IC

海老名JCT

海老名南JCT
（仮称）厚木南IC

129

246

小田
急小

田原
線

相
模
川

東名
高速道路

東名
高速道路

小田
原厚
木道
路

412
（仮称）厚木北IC

厚木秦
野道路

環境センタ－環境センタ－

新東名高速道路
新東名高速道路

IC…インターチェンジ
JCT…ジャンクション
PA…パーキングエリア

国道129号の夜間通行止め
　さがみ縦貫道路の建設に伴う仮橋撤
去のため、国道129号が通行止めにな
ります。ご協力をお願いします。
《通行止め区間》
山際バス停交差点
～塩田原交差点
《迂

う

回
か い

先》
昭和橋（県道508号 厚木城山線）
問横浜国道事務所☎045･311局2981
古河産機システムズ㈱☎046･281局9162

１月20日
22時～翌日５時

至八王子（国道16号）

至厚木（国道246号）

相模川
52

48

508

文
藤塚中

文
上依知小

通
行
止
め
区
間　
塩
田
原
交
差
点
〜
山
際
バ
ス
停
交
差
点（
約
３・５
㌔
）

当麻市場

下当麻

仮橋撤去箇所仮橋撤去箇所

迂回路迂回路

塩田原

昭和橋

依知神社前

山際バス停

129

●❶

●❷ ●❸

●❹

●❺

市内の開通予定区間
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夏
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
で
、
厚
木
商
業
高
校
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
２
連
覇
を
果
た
し
た
。

エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
た
平
田
美
希
さ
ん

（
18
）
は
、
準
々
決
勝
か
ら
３
試
合
連
続
完

封
を
達
成
。
優
勝
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

　
「
毎
日
遅
く
ま
で
練
習
を
見
て
く
れ
た
監

督
を
２
度
も
胴
上
げ
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し

い
」。
平
田
さ
ん
は
、
爽
や
か
な
笑
顔
を
浮

か
べ
振
り
返
る
。

み
ん
な
の
お
か
げ
で
頑
張
れ
る

　
チ
ー
ム
は
宗む

ね

方か
た

貞さ
だ

徳の
り

監
督（
50
）の
指
導
の

も
と
、
日
々
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
休

み
は
年
末
の
３
日
程
度
。
豊
富
な
練
習
量
と

努
力
を
怠
ら
な
い
志
の
高
さ
が
全
国
制
覇
の

源
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
自
分
た
ち
は
う
ま
く
な
い
か
ら
練
習
す
る

の
は
当
然
。
普
通
に
し
て
い
た
ら
普
通
の
結

果
し
か
出
な
い
」
と
平
田
さ
ん
は
明
る
く
話

す
。
大
事
な
場
面
で
は
精
神
力
が
結
果
を
左

右
す
る
た
め
、
常
に
顔
を
上
げ
胸
を
張
っ
て

い
ら
れ
る
よ
う
、ひ
た
む
き
に
練
習
に
励
む
。

　
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
監
督
や
コ
ー
チ
、
学
校
、
家
族

の
協
力
が
あ
る
か
ら
」
と
強
調
す
る
平
田
さ

ん
。「
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。

　
宗
方
監
督
は
そ
ん
な
平
田
さ
ん
に
つ
い
て

「
優
し
い
性
格
。
勝
負
の
世
界
で
は
徹
底
的

に
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
く
気
の
強
さ
も
必

要
だ
け
ど
ね
」
と
父
親
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し

を
向
け
る
。

世
界
を
視
野
に
新
た
な
一
歩

　
平
田
さ
ん
は
昨
年
12
月
、
19
歳
以
下
の
日

本
代
表
に
も
選
出
。
７
月
に
カ
ナ
ダ
で
開
か

れ
る
世
界
大
会
を
見
据
え
、
練
習
を
重
ね
て

い
る
。
春
に
は
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
仲
間

と
も
別
れ
、
自
分
の
道
を
歩
き
出
す
。
平
田

さ
ん
は
実
業
団
に
進
み
、
日
本
代
表
、
世
界

の
舞
台
を
目
指
す
。

　
「
果
て
の
な
い
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
、
ま

だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
」。
胸
を
張
っ
て

ほ
ほ
笑
む
姿
は
、
ひ
と
き
わ
輝
い
て
い
た
。

太
夫
節
は
、
三
味
線
に
合
わ
せ
た
「
語

り
」
で
人
情
話
を
演
じ
る
伝
統
芸
能
。

細
や
か
な
声
の
強
弱
や
抑
揚
で
、
登
場
人
物

の
心
の
動
き
を
巧
み
に
表
現
す
る
。
竹
本
土

佐
子
さ
ん
は
、
こ
の
道
65
年
に
な
る
女
流
義

太
夫
節
の
継
承
者
だ
。
昨
年
、
伝
統
文
化
を

振
興
し
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭き

ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
うを
受
章
し
た
。

稽
古
漬
け
の
毎
日

　
義
太
夫
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
は
５
歳
の

頃
。
自
宅
の
一
室
で
近
所
の
人
た
ち
に
義
太

夫
節
を
教
え
て
い
た
、
故
竹
本
土
佐
尾
さ
ん

と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
稽
古
の
様
子
を
の
ぞ
き
、
ほ
う
き
を
三
味

線
代
わ
り
に
語
り
の
ま
ね
事
を
し
て
い
た
と

い
う
竹
本
さ
ん
。
そ
の
才
能
に
気
付
い
た
土

佐
尾
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
、
小
学
５
年
生
の
時
に
「
竹
本
土
佐
子
」

を
襲
名
し
た
。「
学
校
か
ら
帰
る
と
す
ぐ
に

稽
古
。
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
ば
か
り
」
と
竹

本
さ
ん
は
笑
う
。

　
中
学
生
に
な
る
と
、
東
京
を
拠
点
に
プ
ロ

と
し
て
活
動
を
開
始
。
高
校
を
卒
業
後
、
結

婚
、
育
児
と
舞
台
を
離
れ
た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
昭
和
61
年
に
復
帰
し
義
太
夫
節
と
向
き

合
う
生
活
を
送
っ
て
き
た
。

芸
に
は
人
間
性
が
表
れ
る

　
「
登
場
人
物
の
心
情
を
お
客
さ
ん
に
伝
え

る
の
は
本
当
に
難
し
い
。
聞
く
人
に
よ
っ
て

も
受
け
取
り
方
は
違
う
。
だ
か
ら
こ
そ
や
り

が
い
が
あ
る
」。

　
竹
本
さ
ん
は
今
も
師
匠
に
付
き
、
さ
ら
な

る
高
み
を
目
指
し
て
い
る
。
師
匠
か
ら
繰
り

返
し
言
わ
れ
る
の
は
「
基
本
の
形
は
教
え
ら

れ
る
が
『
情
』
は
教
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う

こ
と
。
竹
本
さ
ん
自
身
も
経
験
を
重
ね
、
芸

に
は
そ
の
人
の
「
人
生
」
が
に
じ
み
出
る
こ

と
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。　

　
国
の
重
要
無
形
文
化
財
・
義
太
夫
節
保
存

会
の
一
員
と
し
て
、
今
も
精
力
的
な
活
動
を

続
け
る
竹
本
さ
ん
。
次
回
の
舞
台
に
向
け
、

稽
古
を
重
ね
る
日
々
が
続
く
。「
慢
心
し
た

ら
そ
こ
で
成
長
は
止
ま
る
。
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
勉
強
で
す
」。

慢
心
せ
ず
に
芸
の
道
を
歩
み
た
い

感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
新
た
な
舞
台
へ

平ひ

ら

田た

美み

希き

さ
ん

竹た

け

本も

と

土と

佐さ

子こ

さ
ん

　勢いのある若きスポーツ選
手と、経験を重ねて輝きを増
す語り手。分野は違えど、高
みを目指して走り続ける２人
に話を聞いた。

輝く人
厚木商業高校
ソフトボール部

女流義
ぎ

太
だ

夫
ゆ う

平成６年栄町生まれ。厚
木第二小学校、厚木中学校卒
業。厚木商業高校女子ソフトボー
ル部のエースとして、23・24年度と
２度のインターハイ優勝を経験。
卒業後は日立ソフトウェアの
実業団チームへと進む。

プロフィル

昭和17年下荻野生まれ。
本名は林ミチヨ。５歳で義太
夫を始め、11歳で竹本土佐子を襲
名。平成12年に国の重要無形文化
財「義太夫節」の総合認定保持者
となる。昨年11月の秋の叙勲
で旭日双光章を受章。

プロフィル

CATV1/11～放送
あつぎ 元気Wave

昨

義

鮎まつりの
パレードに参加

語りを始めると
表情が引き締まる
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え
る
た
め
に

も
、
新
・
市
立

病
院
の
建
設
に

力
を
注
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。

来
年
４
月
に
７
割
が
完
成

―
で
は
山
本
院
長
、
医
療
機
能
の
充
実
に
つ

い
て
、
現
在
の
病
院
機
能
と
の
違
い
な
ど
を

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

院
長　
ま
ず
、
1
期
工
事
で
地
下
1
階
地
上

4
階
の
建
物
を
建
て
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、

私
た
ち
が
目
指
す
医
療
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

救
急
部
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
※
3
）、
手
術
室
、
そ
し

て
心
臓
の
病
気
を
主
に
診
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ（
※
4
）

を
設
け
ま
す
。
こ
の
建
物
は
、
来
年
4
月
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
病
棟

の
半
分
を
担
う
南
側
の
棟
も
一
緒
に
造
り
ま

す
。
こ
の
中
に
は
、
産
婦
人
科
病
棟
な
ど
の

周
産
期
に
必
要
な
病
棟
が
入
り
ま
す
。
1
期

工
事
で
、
全
体
の
約
70
パ
ー
セ
ン
ト
が
出
来

上
が
り
ま
す
。
2
期
工
事
は
、
残
り
の
病
棟

と
小
児
病
棟
、
感
染
症
対
策
の
中
心
を
担
う

感
染
症
専
門
の
病
棟
を
造
り
ま
す
。
そ
れ
と

も
う
一
つ
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
に
準
じ
た
処

置
が
で
き
る
Ｈ
Ｃ
Ｕ（
※
5
）を
設
け
ま
す
。

全
て
免
震
構
造
と
な
り
ま
す
の
で
、
災
害
拠

点
病
院
と
し
て
の
機
能
も
十
分
に
果
た
せ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」の
政
策
を
推

進
す
る
厚
木
市
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

安
心
・
安
全
の
た
め
に
、
小
児
科
の
入
院
体

制
の
整
備
が
何
と
し
て
も
必
要
で
す
。ま
た
、

こ
の
市
立
病
院
は
県
央
地
区
の
医
療
を
担
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
１
次
か
ら
３

次
の
医
療
体
制
・
役
割
（
上
記
参
照
）
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

院
長　
新
・
市
立
病
院
は
医
療
内
容
を
充
実

さ
せ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
さ
ん
に

高
度
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
医
療
を
展
開
さ
せ
る
た
め
、
ス
タ
ッ

フ
の
数
を
1
0
0
人
以
上
増
や
す
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
病
診
連
携
」（
※
6
）

に
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
。
患
者
さ
ん
に

は
、
普
段
は
地
元
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て

い
た
だ
き
、
何
か
あ
っ
た
時
は
す
ぐ
に
私
た

ち
が
診
療
す
る
と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　
市
で
は
「
あ
つ
ぎ
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
24
」
を
開
設
し
、
24
時
間
3
6
5
日
、
電

話
で
健
康
相
談
や
医
療
機
関
の
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す（
右
下
参
照
）。
病
院
に
行
く
べ

き
か
迷
っ
た
時
は
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を 

―
お
二
人
に
ご
自
身
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

伺
い
た
い
の
で
す
が
。

院
長　
皆
さ
ん
に
は
「
運
動
し
ま
し
ょ
う
」

「
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
」「
睡
眠
は

で
き
る
だ
け
確
保
し
ま
し
ょ
う
」
と
申
し
上

げ
て
い
ま
す
。
現
代
社
会
で
こ
れ
を
全
て
実

行
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
互
い
に

健
康
を
思
い
や
れ
る
よ
う
な
社
会
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

市
長　
厚
木
市
で
は
「
一
市
民
一
ス
ポ
ー
ツ

運
動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

健
康
を
保
つ
に
は
、
や
は
り

適
度
な
運
動
と
睡
眠
を
し
っ

か
り
取
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
、
そ
の
こ
と
を
常

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

院
長　
自
分
の
体
力
を
過
信

せ
ず
、
会
社
の
健
康
診
断
な

ど
を
受
診
し
て
日
頃
か
ら
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。

―
院
長
は
救
急
体
制
の
充
実

に
も
取
り
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
伺
い
ま
し
た
が
。

院
長　
市
立
病
院
で
は
救
急
の

患
者
さ
ん
へ
の
対
応
と
し
て
専

属
医
を
配
置
し
、
昨
年
4
月
か

ら
救
急
部
と
い
う
救
急
専
門
の

部
署
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
20
パ
ー
セ
ン
ト
程
度

だ
っ
た
市
内
の
救
急
車
の
受
け

入
れ
が
、
倍
近
く
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。

市
長　
救
急
時
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
る

こ
と
と
同
時
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
救
急

車
の
適
正
利
用
も
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。日
頃
か
ら
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、市
で

は
が
ん
検
診
、健
康
診
査
、歯
科
健
診
と
い
っ

た
検
診
事
業
の
他
、健
康
教
育
、健
康
相
談
、

訪
問
指
導
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
積
極
的
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

―
こ
こ
で
、
市
立
病
院
の
患
者
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
お
手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。「
入
院
中

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
な
か

眠
れ
な
い
日
々
が
続
い
た
夜
、
看
護
師
さ
ん

が
〝
こ
の
曲
聴
い
て
い
る
と
自
然
に
眠
れ
る

の
よ
〞
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
、
今
後
も
市
立
病
院
の
発
展
の

た
め
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」（
※
一
部

抜
粋
）。
院
長
、
い
か
が
で
す
か
。

院
長　
私
を
含
め
、医
師
、看
護
師
、ス
タ
ッ

フ
一
同
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
病
院
運
営

の
基
本
方
針
の
一
つ
「
真
心
の
こ
も
っ
た
医

療
を
提
供
す
る
」
と
い
う
部
分
を
評
価
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
と
、
院
長
と
し
て
少
し
安

心
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
新
し
い
市
立
病
院
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

院
長　
や
は
り
重
要
な
の
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
医
療
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
相
当
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
こ
と
で
す
が
、実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

ス
タ
ッ
フ
が
こ
の
病
院
で
働
く
こ
と
を
誇
り

に
思
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
皆
が
誇
り
を

持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
お
の
ず
と

市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
病

院
に
な
る
で
し
ょ
う
。

市
長　
高
齢
化
が
進
む
中
、
健
康
づ
く
り
の

政
策
は
重
要
な
柱
で
す
。
安
心
し
て
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、「
生

涯
現
役
・
生
涯
健
康
な
地
域
づ
く
り
」
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
山
本
院
長
、
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

希
望
が
広
が
る

 

新
・
市
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病
院
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１　期 ２　期 １　期 南北
市
長　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。こ
と
し
の
新
春
対
談
は
、

新
・
市
立
病
院
の
建
設
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
山
本
裕
康
院
長
を
お
訪
ね
し
ま
し

た
。
新
病
院
で
目
指
す
医
療
体
制
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
と
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
念
と
方
針
を
定
め
て
整
備 

―
早
速
で
す
が
市
長
、
新
・
市
立
病
院
の
建

設
を
決
断
さ
れ
た
理
由
は
何
で
す
か
（
聞
き

手
＝
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
・
田
口
真
弓
さ
ん
）。

市
長　
高
齢
化
が
進
む
中
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
生
涯
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
医

療
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
私
の
大
き

な
仕
事
で
す
。
現
在
、
県
内
で
こ
の
県
央
地

区
だ
け
が
、急
性
期
医
療
（
※
1・左
下
「
用

語
解
説
」
参
照
）
や
小
児
科
、
産
科
、
が
ん

の
診
療
拠
点
と
な
る
病
院
が
ほ
と
ん
ど
整
備

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
急
性
期
医
療
の

中
で
も
、
特
に
救
急
・
が
ん
・
小
児
・
周
産

期
医
療
（
※
2
）
や
、
災
害
時
の
医
療
を
よ

り
高
い
次
元
で
担
う
こ
と
が
で
き
る
基
幹
病

院
の
建
設
を
決
断
し
ま
し
た
。

―
山
本
院
長
は
、
慢
性
腎
臓
病
の
分
野
の
第

一
人
者
だ
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
院
長
は
な
ぜ

医
療
の
道
を
選
ば
れ
た
の
で
す
か
。

院
長　
祖
父
母
が
が
ん
で
命
を
落
と
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
医
者
に
な
る
こ
と
を
志

し
ま
し
た
。
腎
臓
に
興
味
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
師
匠
と
も
い
え
る
方
が
腎
臓
の
分
野

だ
っ
た
ん
で
す
。
実
際
、
が
ん
を
患
っ
た
方

の
腎
臓
に
障
害
が
出
る
こ
と
も
あ
り
、
臓
器

移
植
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
で
が
ん
と
腎
臓
は

関
係
し
て
き
ま
す
。
こ
の
分
野
に
進
ん
だ
こ

と
は
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
院
長
の
病
院
運
営
に
対
す
る
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

院
長　
運
営
の
基
本
理
念
に
掲
げ
た
の
は
、

「
市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る

医
療
を
提
供
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
支
え
る
基
本
的
な
3
つ
の

方
針
を
設
け
ま
し
た
。「
安
全
で
良
質
な
医
療

の
提
供
」「
真
心
の
こ
も
っ
た
医
療
の
提
供
」

「
健
全
な
病
院
経
営
の
推
進
」
で
す
。

―
市
立
病
院
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
市
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
現
地
対
話

主
義
を
大
事
に
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
行
政
全
般
に
つ
い
て
ご
意
見
、
ご
要
望

を
伺
っ
て
い
ま
す
。「
自
治
会
長
と
市
長
と
の

ま
ち
づ
く
り
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」
や
「
子
育
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ト
ー
ク
」
な
ど
を
通
し
て
、

信
頼
、
安
心
で
き
る
病
院
の
建
設
を
望
む
声

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
期
待
に
応

CATV1/1～放送
あつぎ 元気Wave

元
気
で
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に
―

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
・
厚
木
市
立
病
院
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
と
し
の
新
春
対
談
は
、
昨
年
か
ら
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
山
本
裕
康
院
長
と
小
林
常
良

市
長
が
、
新
病
院
で
目
指
す
医
療
体
制
や
今
後
の
地
域
医
療
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

地域医療の中核として高度な医療を担う新・市立病院（完成予想図）

1次～3次医療の役割と連携

3次医療（特殊・先進的医療）
　先進的技術と特殊な医療機器
を整備し、高度・専門的な医療に
当たる。大規模病院が役割を担う。

2次医療（入院・専門外来）
　入院医療と専門外来医療を提供。
診療所や他の医療機関と連携することで
より機能を発揮。地域の中核病院が担う。

１次医療（初期治療・予防）
　健康管理、予防、一般的な疾病や外
傷などに対応する日常生活に密着し
た医療。地域の診療所や病院が担う。

紹
介

紹
介

逆
紹
介

逆
紹
介

厚木
市立病院

かかりつけ医

※市立病院は
　2次と3次の
　中間

小
林
常
良 

厚
木
市
長

24時間年中無休

◎発信者番号は通知設定でおかけください

あつぎ健康相談ダイヤル24

さわやか1番 よいこころ

医療機関を受診する前に電話で相談を

相談（健康・医療・介護・育児・
メンタルヘルス）・医療機関情報

新春対談

左から市民リポーターの田口さん、小林市長、山本院長
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※ 1　急性期医療：救急医療セ
ンターなどに運び込まれる予
断を許さない患者を対象に実
施される医療

※ 2　周産期医療：妊娠中期か
ら出産数日後までの期間を組
み合わせた医療

※ 3　ＩＣＵ：集中治療室。直
ちに呼吸と循環の管理をしな
ければ、生命の危険がある患
者を集中的に治療・観察する
部門

※ 4　ＣＣＵ：心筋梗塞や狭心
症など、主に冠状動脈疾患を
扱う集中治療室

※ 5　ＨＣＵ：ICUでの危機を
脱したが、一般病棟へ直接転
棟できる状態でない患者を治
療・観察する部門

※ 6　病診連携：病院と診療所
が、患者の紹介などで連携を
取りながら診療すること
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プロフィル
やまもと・ひろやす●東京慈恵会医科大学医学部卒業。東
京慈恵会医科大学附属病院腎臓高血圧内科診療医長、同大
准教授、厚木市立病院副院長などを経て現職。53歳。

小林常良
市　長

山本裕康
市立病院事業管理者・院長

用語解説

①救急医療の充実
②地域医療の中心的役割
③がん医療の充実
④公立病院機能のさらなる充実

■ ４つの疾病対策　①がん②脳卒中 
③急性心筋梗塞④糖尿病
■ ４つの事業　⑤救急⑥災害 
⑦周産期⑧小児救急
■その他　⑨感染症⑩地域医療の中心的役割

新・市立病院の役割

10のポイント
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《小規模工事（修繕）の範囲》①
工事＝1件130万円以下②修繕＝1
件50万円以下《登録有効期限》4
月1日～平成27年3月31日。申直接
または簡易書留で1月15日～2月28
日（消印有効）に〒243-8511契約
検査課☎225局2080へ。

人権フォーラムかながわ21
～言えなかったこと～
　2月2日、12時30分～16時45分。
あじさい会館（相模原市中央区富
士見）。「障害者の人権について考
える」がテーマの講演や映画上映、
養護学校の生徒による太鼓演奏な
ど。定員300人。無料。申直接、電
話またはファクスでかながわ共同
会法人事務局企画研修部☎265局
0035・薨265局0036へ。申し込み順。

ジュニア雪とのふれあいツ
アー参加者募集
　2月16・17日。長野県菅平高原
スキー場（出発は15日、20時。厚
木中央公園集合）。小学3～6年生40
人（中学生、保護者の参加も可）。
29,000円。申小学校にある案内を
確認し、1月27日までに申し込み
先へ。問県スキー連盟・青木☎
090・1457・0168。申し込み順。

住宅賃貸トラブル予防電話相談
　県行政書士会の専門相談員が、
敷金や礼金、更新料、原状回復義
務などの疑問にお答えします。
　《受け付け》3月31日までの火・
土曜（1月1・5日を除く）。13時～
16時《費用》無料（1回30分以内）
問県行政書士会（相談専用ダイヤ
ル）☎045・641局9171

厚木保健福祉事務所のお知らせ
■精神保健･認知症相談

　1月7･11･16日、13時30分～16時。
心の病気治療や再発予防、アル
コール･薬物などの依存症、認知
症の相談。
■栄養専門相談
　1月8･22日、9時30分～16時。病
気の方などの食事に関する相談。
■障がい児者歯科相談
　1月10日、13時30分～14時。心
身に障がいのある方。
■歯ぐきのセルフケア達人講座
　1月22日、13時30分～14時。歯
茎に不安がある40歳未満または妊
婦の方。
　いずれも無料。申し込み、会場
は厚木保健福祉事務所☎224局
1111。要予約。

≪意見交換会≫
◇市立保育所の民営化について
　1月8日、19時～20時。市役所第
2庁舎。申当日直接会場へ。問保
育課225局2768。
《パブリックコメント》
●男女共同参画計画（案）
　《閲覧期間》1月4日～2月3日。
問〒243-8511人権男女参画課☎
225局2500･薨223局8432･e-mail＝
2400＠city.atsugi.kanagawa.jp
　閲覧場所は、各課窓口、市政情
報コーナー、公民館、本厚木･愛
甲石田駅連絡所、総合福祉セン
ター、中央図書館、市ホームペー
ジ。応募資格は、市内在住在勤在
学の方または市内で活動する個人
･法人･団体。応募は閲覧場所にあ
る応募用紙を備え付けの「わたし
の提案」箱に投函するか、直接ま
たは郵送、ファクス、Ｅメールで
問い合わせ先へ。

後期危険物取扱者保安講習会
　2月28日。第1種（給油取扱所）＝ 
9時40分～12時40分、第3種（一般）＝ 
13時20分～16時20分。文化会館。
危険物関係法令や危険物施設の安
全管理など。危険物取扱者免状を
持ち、危険物を取り扱っている方
各270人。4,700円（県収入証紙）。
申消防本部や分署などにある申請
書を、1月9日（消印有効）までに
〒238-0011横須賀市米が浜通1-7-
2-204県危険物安全協会☎046･826
局2177へ。申し込み順。

1月のおひざにだっこの
おはなし会
　1月16･17日。①10時30分～②11
時～（各30分）。中央図書館。 歌
遊びや手遊び、人形劇、紙芝居の
読み聞かせ。1歳～入園前の幼児
と保護者。無料。申当日直接会場
へ。問中央図書館☎223局0033。

市民防災研修会
　1月19日、10時～12時。文化会館。
「防災とボランティア週間」（1月
15日～21日）に合わせ、防災の知
識を学ぶ。定員700人。無料。申当日
直接会場へ。申し込み順。問危機
管理課☎225局2190。

市斎場施設見学会

　1月20日、①9時30分～②11時～
③13時30分～。市斎場（下古沢
548）。施設の見学と葬儀の説明（終
了後、「市民の葬儀プラン」の個
別相談も可）。現地集合。定員各
回50人。無料。申1月4日～17日に
斎場☎281局8595へ。申し込み順。

第2回消費者問題講演会
　1月30日、14時～15時30分。商
工会議所。「消費者はなぜだまさ

れるのか」をテーマに最近の手口
と被害防止法を考える。定員100
人。無料。申1月29日までに消費
生活センター☎225局2155へ。抽
選（落選時のみ連絡）。

環境市民学習講座「あなたは
環境によいことをしていますか」
　2月3日、13時30分～16時。パー
トナーセンター。松蔭大学大学院
教授による温暖化の影響について
の講義や林家ライス・カレー子に
よる環境がテーマの漫才。市内在
住在勤在学の方100人。無料。申
直接、電話またはファクスに講座
名、〒住所、氏名、年齢、電話番
号を書き、1月21日までに環境総
務課☎225局2749･薨223局1668へ。
抽選。ウェブ申 120693

第3回パクパク学校給食展
　1月19･20日、10時～15時。ヤン
グコミュニティセンター。学校給
食に関するパネル展示やゲーム、
クイズなど。申当日直接会場へ。
問保健給食課☎225局2668｡

自然教室
「野鳥観察はじめの一歩」
　2月9日、9時30分 ～15時30分。
三保ダムサイト駐車場集合（足柄
上郡山北町神尾田）。丹沢湖周辺
で冬鳥などを観察。小学生以上20
人（小学生は保護者同伴）。1,000
円。申往復ハガキ、ファクスに行
事名、参加者全員の〒住所、氏名、
年齢、電話、ファクス番号を書き、
1月28日（必着）までに県立丹沢
湖ビジターセンター〒258-0202足
柄上郡山北町玄倉515☎0465･78局
3888・薨0465･78局3777へ。抽選。

平成25･26年度小規模工事
（修繕）受注希望者の登録
　建設業許可を有していないなど
の理由で市の競争入札に参加でき
ない小規模業者を名簿に登録しま
す。希望者は事前に登録要件など
の説明書を確認し、申請書を市政
情報コーナーでコピー（有料）する
か市ホームページからダウンロー
ドして提出してください。既登録
者もあらためて申請が必要です。

広報番組1月 の ガ イ ド
1月1日～10日 ◆2013 新春対談

1月11日～20日 ◆輝く人
市立病院の山本院長と小林市長が新病院について語る

昨年スポーツと文化の分野で活躍した2人の女性を紹介
CATV放送時間（15分）
  ①12時～
  ②19時30分～
  ③22時45分～

番組はホーム
ページ動画配信

CATV放送
開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索
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　100年もの歴史がある相模
里神楽垣澤社中。一時は演じ
手が4～5人にまで減ってしま
い、存続が危ぶまれた時期も
あったそうです。しかし、先
人から受け継いだ伝統を絶や
すまいと苦難を乗り越え、今
も精力的に活動を続けていま
す。「芸の稽古や後継者育成
も大切ですが、何よりも大事
なのは多くの人に見てもらう
こと」と垣澤さんは言います。
厚木の誇らしい伝統を守るた
めに、たくさんの市民の皆さ
んに知ってもらいたい文化の
一つです。（猪岡）

相模流　里神楽と面芝居

問文化財保護課☎225局2060

　里神楽は200年ほど前、京の壬
み

生
ぶ

狂
きょう

言
げん

の影響を受けて江戸で発展
した芸能です。相模の地にも伝わ
り愛甲神楽として栄えましたが、
3軒あった家元も時代の流れとと
もに途絶えてしまいました。
　現在は相模里神楽垣澤社中がそ
の伝統を受け継いでいます。3代
目家元の垣澤勉さんは「厚木で
育ってきた伝統芸能をもっと地元
の人に知ってもらいたい」と話し
ます。創設100周年を迎えたこの
機会に、ぜひお楽しみください。

相模里神楽垣澤社中　創設100周年記念公演

日時 2月10日（日）13時～
場所 文化会館　小ホール
演目 寿
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 （里神楽ワークショップ受講生）
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天皇誕生の場～

 江
え

戸
ど

祭
まつり

囃
ば や し

子・寿
ことぶき

獅
じ

子
し

と大
だい

黒
こく

舞
まい

 （埼玉県・越
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生里神楽保存会）
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　　　　　　　～瓜献上の場～
　神功皇后が凱旋した
後、応神天皇を出産する
「八幡誕生」の物語
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市役所への郵便物は「〒243-8511厚木市役所◯◯課」で届きます。申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　ウェブ申 ＝ウェブでの申し込み可

タウンガイド
性、心肺蘇生、大出血時の止血法、
自動体外式除細動器（AED）の
取り扱いなど。市内在住在勤在学
の中学生以上の方30人。無料。申
1月17日までに救急救命課☎223局
9365へ。抽選。ウェブ申 110941

応急手当普及員講習会

　2月6･7･8日（全3回）、9時～17時。
睦合分署（三田1475-1）。事業所
や地域などで応急手当てを教えら
れる「応急手当普及員」の資格を取
得。市内在住在勤在学で18歳以上
の方30人。3,570円（テキスト代）。申
1月7日～17日に救急救命課☎223
局9365へ。抽選。 110947

防火管理資格取得等講習
（甲種･乙種）
　2月7･8日（全2回）、9時～16時
30分。荻野運動公園（中荻野1500）。 
市内在住在勤の方96人。4,300円
（テキスト代）。申写真（6カ月以内
に撮影、縦4㌢×横3㌢、無背景、
無帽、正面、上半身）の裏面に氏
名を書き、予防課にある申込書（市
ホームページからダウンロード
可）を直接、1月8日～11日に予防
課☎223局9370へ。

地元で働こう！市の就職支援

　市内での就職活動を支援するた
め、地元企業と求職者のマッチン
グの場を提供します。
■応募書類･面接徹底攻略セミナー
　1月29日、9時30分～16時30分。
勤労福祉センター。履歴書･職務
経歴書などの書類の作成方法や面

接の受け方を学ぶ。2月1日の合同
就職面接会に参加予定の方30人。
申電話またはファクスに講座名、
〒住所、氏名（ふりがな）、電話
番号を書き、1月28日（必着）ま
でに産業振興課薨223局7875へ。
申し込み順。ウェブ申 120578
■応募書類･面接、最終確認！個
別相談
　1月31日、13時～16時。市役所第
2庁舎。徹底攻略セミナー後の最
終確認のための個別相談会。2月1
日の合同就職面接会に参加予定の
方6人。申1月29日のセミナー会場
か電話で1月30日までに産業振興
課へ。申し込み順。
■第3回合同就職面接会
　2月1日、13時～17時。商工会議
所。市内および近隣企業の就職面
接会（面接対策ミニセミナーと個
別相談あり）。40歳未満の方（学
生は平成25年3月卒業予定の方の
み。中学生は対象外）。参加企業
情報は、1月21日から市ホームペー
ジと産業振興課で公開。申当日直
接会場へ。面接希望数分の履歴書
をお持ちください。高校生は、事
前に学校の就職担当の先生に相談
してください。
　いずれも、問い合わせは産業振
興課☎225局2585。

体育協会のスポーツ教室
■レベルアップソフトボール教室
　2月10日、9時～15時。及川球技
場（及川1‒17-1）。湘南ベルマー
レから講師を迎えた初･中級者向
け技術講習。市内在住在勤在学の
小学生以上150人。500円。ウェブ
申 120647
■初心者柔道教室
　2月10･17･24日（全3回）、9時30
分～11時30分。東町スポーツセン
ター。初歩的基礎技術の講習。市
内在住在勤在学で3歳以上の方50
人。800円。ウェブ申 120656
　いずれも申し込みは、ハガキま
たはファクスに教室名、〒住所、
氏名（ふりがな）、年齢、電話番
号を書き、1月15日（必着）まで
に〒243-0039温水西1-27-1市体育
協会☎247局7212･薨248局7151へ。
抽選。

マイタウンクラブ

www.mytownclub.com
［携帯電話は末尾に/cpを］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「ウェブ申」と記されたものは、
ウェブ上から申し込みができます。

1月
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2月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

森林セラピー
　《七沢》1月9日、9時30分～15時。
東丹沢七沢観光案内所（七沢751-
1）集合。見城ハイキングコース
を歩く《飯山》1月15日、9時30分
～14時30分。飯山温泉ふるさとの
宿（飯山5547）集合。飯山白山森
林公園を歩く。
　いずれも定員は20人。1,000円
（資料・保険・入浴料）。申前日ま
でに東丹沢七沢観光案内所☎248
局1102へ。申し込み順。

健康づくり大学

　《七沢》1月16日、9時30分～14
時30分。東丹沢七沢観光案内所集
合。東丹沢七沢温泉郷周辺でのノ
ルディックウオーキングと旅館で

の食事･入浴。定員40人《飯山》1
月29日、9時30分～14時30分。ア
ツギ･ミュージアム（飯山1006） 
集合。飯山温泉郷周辺での運動と
旅館での食事･入浴。定員20人。
　いずれも3,000円（食事、入浴
料）。申7日前までに東丹沢七沢観
光案内所☎248局1102へ。申し込
み順。

1月青春劇場スケジュール
　5日＝ハミングバードと仲間た
ち新春ライブ。13時30分～。定員
50人｡無料。12日＝青春のパフォー
マンス。13時～14時。定員50人｡
入場料300円。19日＝唄う！青春
劇場カラオケ大会。17時～18時。
定員100人｡ 入場料1,000円。26日
＝初笑い新春寄席あつぎ青春劇場
落語会（出演･鈴

れい

々
れい

舎
しゃ

風
ふう

車
しゃ

）。11時～
12時30分。定員50人｡入場料500円。
　いずれも会場はイオン厚木店。
問商業にぎわい課☎225局2840。

普通救命講習会
　2月16日、9時～12時。睦合分署
（三田1475-1）。応急手当ての必要

《対象製品》ブラザー、キヤノン、デル、
エプソン、日本ヒューレットパッカー
ド、レックスマーク

《指定回収場所》　市役所本庁舎・第２庁
舎、ヤングコミュニティセンター、総合
福祉センター、環境センター、本厚木・
愛甲石田駅連絡所、中央図書館

イチゴの即売会、食べ比
べ（限定）、品評会、厚
木産のイチゴの紹介など

申当日直接会場へ。

1月12日　9時30分～
夢未市(温水255)

　食べ頃を迎えた
厚木のイチゴを市
民の皆さんに紹介
するため「あつぎ
いちごフェア」を
開催します。

　家庭で使用済みになっ
たインクカートリッジ
は、「もえるごみ」に出
さず、指定場所での回収
にご協力ください。

あつぎいちごフェアインクカートリッジ
を回収します

問環境総務課☎225局2780 問農業振興課☎225局2801

インターネットモニターからの意見を紹介

12月1日号広報あつぎを読んで◆地
域作業所の存在を初めて知った。手作
りのマフラーは本当に暖かそう／20
代女性・林◆太陽光発電に関する各家
庭への補助など具体的な情報も知り
たかった／60代女性・飯山◆人権を
守る市の取り組みを盛んにして欲し
い／40代女性・三田南◆50年も前か
ら子ども会があったことに驚いた。学
校とは違う交流の場を続けて欲しい
／30歳代女性・上落合◆イルミネー
ションにLEDが使われていることを
初めて知った／40歳代男性・旭町

厚木市　インターネットモニター結果 検 索

日 時

場 所

内 容

厚木の旬の 味覚を満喫

あゆコロちゃんも太鼓判



　日時 1月14日㈪　11時～
※受け付けは10時15分～

　会場  文化会館

【内容】　古式消防保存会によるまとい振り
込み、はしご乗り、消防部隊による消防総
合演技、市内事業所・消防団などによる消
火演技、一斉放水など。

問警防課☎223局9368

※当日は7時にサイレンが鳴りますが、火災と
お間違いのないようお願いします。

この「広報あつぎ」は、再生紙を使用しています。不用になりましたら、資源回収にお出しください。

　市民の皆さま、希望に満ちた輝かしい新
春を、ご家族おそろいでお迎えのこととお
喜び申し上げます。日ごろから、議会運営
に対してご理解とご協力を賜り、厚くお礼
申し上げます。

　今、地方議会は地方分権の進展や社会生活の多様化により、
市民に一番身近な議会として、果たすべき役割がますます重要
となってきております。厚木市議会では、市民に身近な開かれ
た議会を目指して、インターネット中継など議会情報の積極的
な公開を進めています。
　これまでの議会改革では、昨年５月と11月に全国的にも例の

少ない議会報告会を実施した他、選挙権を有する本市議会議員
を対象とした正副議長選挙に係る立候補表明や、決算議案を常
任委員会へ分割付託するなど、一歩一歩改革の歩みを進めてお
ります。
　また、引き続き議会改革を進めるため、昨年10月には私から
議会運営委員会に「地方自治法改正に伴う検討について（議員
定数のあり方）」「通年議会の実施について」「市議会議員選挙
の時期について（市長選挙と同時執行できないか）」「議会基本
条例の策定について（必要性並びにその内容）」の４項目を諮
問し、検討を進めています。
　長引く不況により財政も硬直化する中、さまざまな課題が山
積しておりますが、誰もが健康で元気に暮らせる環境を整備す
るため、市行政と共に一層努力する所存です。
　今後とも、厚木市議会に対してご支援とご協力を賜りますよ
うお願い申し上げますとともに、皆さまのご健勝、ご繁栄を心か
らお祈りいたしまして、新年のごあいさつといたします。 

（12月1日現在）

厚木市
の

人　口 ※65歳以上、外国籍市民は住民基本台帳による

人 　 口

94,412世帯 －前月比12世帯増－

224,972人(男117,034人､女107,938人) 
－前月比6人減－

●65 歳 以 上＝44,341人(男20,762人･女23,579人) 
●外国籍市民＝ 5,306人(男 2,574人･女 2,732人)

世 帯 数

成人式「はたちのつどい」
挑戦～わたしが未来にできること～

議会改革のさらなる推進を目指して
厚木市議会議長 神子 雅人

【内容】　式典・アトラクション

問青少年課☎225局2580

　日時 1月６日㈰  10時～
　会場  荻野運動公園駐車場

（荒天時は屋内で実施）

消 防出初 め 式

「酔いがさめたら、うちに帰ろう。」
© 2010シグロ／バップ／ビターズ・エンド

「少年」
（1969) 監督：大島渚 

「戦場のメリークリスマス」
（1983) 監督：大島渚 

東陽一監督

小山明子さん

横内謙介さん

A「酔いがさめたら、うちに帰ろう。」⇒500円（映像フォーラムは無料）
B「少年」、「戦場のメリークリスマス」＋小山明子トークショー⇒1,000円
申購入は文化会館チケット予約センター☎224局9999または観光協会（本厚木駅連絡所内）☎228局1131へ。
※1月7日からは生涯学習課☎225局2510でも予約販売します（平日のみ）。

　アルコール依存症を乗り越えた戦場カメラマン・鴨志田穣
ゆたか

と別れた妻・西原理恵子。
家族の絆が紡ぎ出す大きな愛の物語。東陽一監督作品。浅野忠信、永作博美他出演。

「酔いがさめたら、うちに帰ろう。」（あつぎフィルムコミッション協力作品） 12時30分～

　東陽一監督をはじめ、映像制作の第一線で活躍するクリエイターを迎えてパネルディ
スカッションを実施。フォーラム終了後、「あつぎ映像コンテスト2012」表彰式を開催。

「あつぎ映像フォーラム～私が映像制作を始めたきっかけ～」 15時～

9日

　映画の魅力を伝える名作3作品を
上映します。

監督を迎えてのフォーラムや「少年
」に出演し、

大島渚監督の妻で女優の小山明子
さんによる

トークショーなど見どころ満載。あ
なたを映画

の世界へいざないます。 
問生涯学習課☎225局2510

3月9日㈯・10日㈰ 文化会館小ホール
あつぎ映画祭第

２
回

　当たり屋で生計を立てる一家と、その少年の心情の変化を描
いた大島渚監督の名作。小山明子他出演。

「少年」　10時～

　第2次世界大戦下の日本軍捕虜収容所を舞台に、極限状態に置
かれた男たちの心の交流を描いた人間ドラマ。大島渚監督作品。
ビートたけし、坂本龍一他出演。

「戦場のメリークリスマス」  14時50分～ 
　出演：小山明子さん、横内謙介さん（あつぎ文化芸術特別大使）他
「小山明子トークショー～女として女優として～」　13時～

10 日

チケット販売　1月5日から販売開始

A＋Bのセットチケット⇒1,300円}

※当日は、送付した招待状（ハガキ）
をお持ちください。飲酒などの迷惑行
為や酒類・危険物の持ち込み、迷惑車
両の入場は固くお断りします。守られ
ない場合は退場願うことがあります。

東日本大震災復興支援事業


